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ま え が き 

 
本報告書はデンマーク、フランス、ドイツ、スウェーデン４カ国における失業保険制度お

よび失業扶助制度について、特に受給資格決定の仕組みに着目して調査した結果である。調

査の結果、各国での失業保険制度は雇用失業状況や労使関係システムのあり方が背景にあっ

て形づくられてきたものであり、受給者決定のあり方は各国で多様であることがわかった。 
失業保険（失業扶助）制度は、失業者の所得補償を目的とする側面とともに、雇用復帰の

促進を目的とする側面を持ち合わせており、そのどちらを主眼に置くかによって制度の内容

も変わってくる。近年の動向では、諸外国の受給者比率は下落する傾向がみられ、雇用復帰

を促進する側面に力点が置かれるようになっていることが見て取れる。 
雇用保険制度のあり方については、今後もわが国においてさまざまな議論が継続するもの

と思われる。本報告書がこうした議論をする際の一助となれば幸いである。 
 
2014 年 7 月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 
 理事長  菅 野  和 夫   
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総 論 

 
第１節 失業保障1 制度の国際比較 

 社会保障全体の中にあって、失業保険は比較的財政規模も小さく地味な制度である。しか

し、近年の雇用・失業情勢の悪化に伴いその存在意義は大きくならざるを得ない。各国は各

国の歴史や文化、社会構造等の多様な要素の影響の下で、独自の失業保障を構築してきた。

従って、失業保障の機能を国際比較する場合にあっても、多くの問題を伴うことになる。 
 この報告書の最大のテーマは、失業保障制度のカバー率（受給率）である。つまり、全失

業者のうち、どのくらいの者が失業給付等を受給しているのか、その比率が最大の関心事で

ある。このテーマに関して国際比較をすることには、いくつかの障害がある。もともと雇用・

労働政策は国内政策の一環として運営されてきており、国際的な標準化に馴染んでいないた

めと言えよう。いくつか想定できる問題点をはじめに指摘しておきたい。 
 第１に、「失業者」とは誰か。実はこの単純な問いも決して明確ではない。どのような条件

において「失業者」とみなすか、国際的には必ずしも統一されていない。例えば、日本のハ

ローワークのような特定の職業紹介組織に「失業者登録」した者が「失業者」となる場合、

登録しない失業者は「失業者」に算入されないことになる。そうであれば、特定当該機関が

どれくらい労働者を管理下に置いているかが決定的に重要になる。 
失業統計一つをとっても、周知のとおり各国の基準があり、各国データを調整しなければ

同じ土俵には並べられない。ILO 等の国際統計は、各国の数値を共通する基準に沿って標準

化したものである。こうした作業を経ないと、有効な国際比較とはなり得ない。「失業者」の

母数の取り方が国によって異なるようであれば、カバー率そのものの意味が疑問視されるこ

とになる。 
第２に、同じく「失業者」の定義に関係するが、日本は失業を「完全失業（ full 

unemployment）」を前提としているが、多くの先進諸国では、「部分的失業」も適用対象と

している。つまり、通常の労働時間がゼロになる場合のみでなく、労働時間の削減を部分的

失業者として扱い、失業給付も適用されている国も少なくない。この労働時間の削減を考慮

するかしないかによって、全体のカバー率も変わってくるものと思われる。 
 第３に、受給者の数値はさらに複雑な問題である。まず、失業関連の給付は各国各様であ

る。失業保険の枠内での失業給付としても、所得保障としての従前所得の保障を意味する給

付の他にも多様な給付がある。社会扶助や雇用促進系列の給付もある。時限立法で緊急に設

立される給付もある。失業給付の「受給者」とは、どの制度までの受給者を意味するのか、

必ずしも国際的に共通理解があるわけではない。場合によっては併給もあろう。失業関連給

                                                 
1 ここでは、中心となる失業保険に加え、失業扶助やその他の関連給付、雇用対策等を含めた広い概念で「失業

保障」と言う表現を使用する。 
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